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まちのわだい
TOWN  TOPICS

今年１年の無火災・無災害を祈願

諏訪神社で神事を執り行う関係者ら

町消防団出初式

　町消防団出初式は１月 14日、町内の諏訪神社で行われ、消防
団幹部や関係機関などから約 40人が出席しました。式では神事
が執り行われ、二瓶盛一町長、六角武志消防団長らが玉串をささ
げて、今年１年の無火災・無災害を祈願しました。また、六角団
長らがあいさつを述べました。
　式に先立ち、消防団員が町内を分列行進し、火災予防を呼び掛
けました。

瑞宝単光章の伝達を受けた五十嵐さん（中央）

多くの人でにぎわった中央通り商店街

猪苗代スキー場で打ち上げられた花火

縁起物に幸福願う

　新春恒例の初市「十三日市」は１月 13日、中央通り商店街で
開かれました。町商工会などでつくる実行委員会が主催し、４年
ぶりに通常開催されました。市開きでは、神事に続き、鏡開きを
行ったほか、猪苗代町芸能保存会による太鼓の演奏が披露され、
新年を祝いました。初市の会場には起き上がり小法師や風車、だ
るまなどの縁起物や飲食物などの露店が並びました。来場者は縁
起物などを買い求め、今年一年の幸福を願いました。

新春恒例の「十三日市」

答申書を手渡す齋藤委員長（中央）と武田副委員長（右）

長年にわたる消防団活動をたたえ
五十嵐幸夫さんに瑞宝単光章を伝達

　秋の叙勲で瑞宝単光章を受章した元町消防団長の五十嵐幸夫さ
ん（川桁）への叙勲伝達式は 12月 18 日、町役場で行われ、本田
伸雄会津地方振興局長が五十嵐さんに瑞宝単光章の勲記と勲章
を手渡しました。五十嵐さんは昭和 61年に町消防団に入団。平
成 29年から５年間団長を務め、約 40年にわたって地域の安全・
安心確保に向けた活動に尽力しました。五十嵐さんは「受章に恥
じぬよう今後もさらに努力していきます」と話しました。

地域福祉への貢献をたたえる
佐藤美晴さんに全国社協会長表彰伝達

二瓶町長から表彰状の伝達を受けた佐藤さん（中央）

　全国社会福祉協議会長表彰を受けた町民生・児童委員の佐藤美
晴さん（壺下）への表彰状伝達式は 12月 19日、町役場で行われ、
長年の功績をたたえました。伝達式では、二瓶盛一町長が佐藤さ
んに表彰状を手渡しました。現在まで約 15年間同委員を、平成
28 年 12 月からは同委員協議会長を務めている佐藤さんは「皆
さんのご協力で受賞できました。これからも地域福祉に貢献して
いきます」と受賞の喜びを話しました。

指定管理候補者を事業評価

指定管理者の候補者を点検評価する委員ら

公社等外郭団体点検評価委員会を開催

　町公社等外郭団体点検評価委員会は 12月 26 日、町役場で開
かれました。同委員会は、学識経験者や企業経営に精通している
７人で構成され、公の施設の指定管理者について、公募によらな
い選定を行う場合に開催されます。今回は、「猪苗代地区コミュ
ニティセンター」など 10施設について、施設の運営状況等や指
定管理候補者としての適格性について審査を行いました。審査結
果は、町長へ報告された後、町議会の議決を経て最終決定されます。

食生活改善事業普及向上をたたえ

　県食生活改善推進連絡協議会長表彰を受けた鈴木敬子さん（関
脇）と会津地区食生活改善推進連絡協議会長表彰を受けた佐藤タ
カ子さん（島田）は 12月 20 日、町食生活改善推進員会の鈴木美
弥子会長とともに町役場を訪れ、二瓶盛一町長に受賞を報告しま
した。鈴木さんは食生活改善推進員として 20年以上、佐藤さん
は 10年以上継続して食生活改善運動に取り組んでおり、食生活
改善事業の普及向上に努めています。

県・会津地区食生活改善推進連絡協議会長表彰受賞報告

受賞を報告した鈴木さん（左から２人目）と佐藤さ
ん（右隣）ら

2000 発の花火が夜空を彩る

　「いなわしろ雪花火」は 12月 31日、猪苗代スキー場で打ち上
げられ、約 2000 発の花火が冬の夜空を彩りました。オープニン
グセレモニーでは、二瓶盛一町長があいさつした後に、神田功猪
苗代観光協会長のカウントダウンで花火の打ち上げがスタートし
ました。冬期間の観光客の誘客を図り、町の活性化のために打ち
上げられた花火。小雨の降る中、スキー場の来場者らは、幻想的
な光景を満喫していました。

「いなわしろ雪花火」

補助事業の内容精査へ

　町補助金等適正化委員会の齋藤憲郎委員長と武田英行副委員長
は１月 12日、町の令和６年度補助金等の諮問に対する審議結果
を二瓶盛一町長に答申しました。
　新型コロナウイルス感染症は、以前ほど猛威は振るってはいな
いものの、令和６年度においても少なからずその影響を受けるこ
とは想像に難くないため、補助事業の効果が最大限に見込まれる
よう事業内容を精査することなどが答申されました。

町補助金等適正化委員会審議結果答申
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野口英世博士の生家で団子さし

笑顔で記念品を手渡すＪＲＣインターアクト委員
会の生徒

地域おこし協力隊通信
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翁島小学校

スクールトピックス

地域おこし協力隊

加藤　律
り
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き
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私たちが地域を元気に！

主な活動内容：観光振興、移住定住促進

高校生が献血を呼び掛け
　猪苗代高校ＪＲＣインターアクト委員会の生徒７人は
12 月 22 日、「全国学生クリスマス献血キャンペーン」
の一環として、町役場で行われた献血に合わせてボラン
ティア活動を行いました。生徒たちは、来庁者に献血の
協力を呼びかけたり、献血をした人に記念品などを手渡
したりしました。３年生の佐藤爽

そ

乃
の

さんは「一人でも多
くの人たちの命が助かるようにたくさんの人に献血して
ほしいです」と話しました。

　野口英世記念館では１月 10日、五穀豊穣や無病息災
を願う小正月の伝統行事「団子さし」を行いました。
　団子さしには翁島小学校の１年生と３年生の児童 30
人が参加。同館の八子弥寿男館長が「畑・田んぼの実り
が良くなるようにと願いを込めて団子をさすのが正月行
事の伝統です」とあいさつした後、児童は野口英世博士
の生家に設置された大きなミズキの木の枝に、色とりど
りの団子をバランスよく飾り付けました。

猪苗代高校

ミズキの木に団子を飾り付ける翁島小の児童

まちのわだい

二瓶町長に要望書を手渡す神田功観光協会長（右か
ら 2人目）ら

雪不足に対する経済対策事業を
町内商工観光３団体が町に要望

　猪苗代町商工会と（一社）猪苗代観光協会、株式会社まちづく
り猪苗代の３団体は１月 17日、町役場を訪れ、暖冬による雪不
足の影響を受ける町内事業者への緊急経済対策に関する要望書を
二瓶盛一町長に手渡しました。雪不足でスキー場などの観光施設
は来場者が大幅に減り、関連事業者も売上高が減少していること
から、早急な経済対策事業の実施を二瓶町長に求め、対応可能な
経済対策について協議しました。

冬山遭難に備えて訓練
裏磐梯スキー場で冬山遭難救助訓練を実施

プローブ（棒）を使って雪に埋まった遭難者の捜索
訓練をする参加者

　町山岳会や警察署、消防署などで組織する猪苗代地区山岳遭難
対策協議会は１月 19日、裏磐梯スキー場で冬山遭難救助訓練を
実施しました。
　訓練には、同協議会の会員ら約 25人が参加。スノーシューを
つけた歩行訓練や遭難者が雪に埋まったことを想定した捜索訓練
などを行いました。参加者は、遭難救助に必要な技術や知識の向
上に向けて訓練に取り組みました。

貴重な文化財を火災から守る

放水訓練を行う消防団員

文化財防火デー火災防御訓練

　町内の貴重な文化財を守るための「第 70回文化財防火デー火
災防御訓練」は 1月 21日、天鏡閣で行われ、消防団員や消防署
員ら約 130 人が参加し、文化財の搬出や初期消火、放水などの
訓練を実施しました。訓練終了後、二瓶盛一町長が「日頃の成果
が遺憾なく発揮され、有事の際の備えが万全であると感じました。
心身、技術の鍛錬に精励され、不測の災禍にその威力を発揮する
ことに期待しています」と講評を述べました。

雪女が豊雪を祈願する

　豊雪を祈願するイベント「雪女まつり 2024」が 1月 20 日に
ホテルリステル猪苗代で、21日に中ノ沢温泉街で開かれました。
2018 年から始まったこのイベントは今回で６回目の開催。初開
催となったリステル会場では、雪女撮影会や妖怪ステージショー
を開いた後、雪女や妖怪などに扮した参加者が青色の提灯を持っ
て敷地内を練り歩きました。祭の神や雪舞い・雪乞いの儀式も行
われ、豊雪を祈願しました。

「雪女まつり 2024」

リステル敷地内を練り歩く雪女行列

Instagram

Facebook
ファーマーズマーケットに参加した加藤
さん（左）ら


